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　会津美里町では、中心市街地に活気がなくなりつつあることや、住民の往来
が少なくなり、にぎわいがなくなりつつあることが課題となっている。そのた
め、中心市街地の活気やにぎわいを取り戻し、住民の満足度を上げる方針や具
体的な施策を検討する必要があるが、近年では住民が考える活気やにぎわいが
多様化している。
　そこで、会津美里町の住民が考える中心市街地の活気やにぎわいの明確化
と、それを達成するための町としての全体的な方針や具体的な施策を住民参加
型のワークショップやアンケート調査を通じて明確にすることを目的とする。

会津美里町役場が任命する住民や事業者、公募により選出された住民などで構
成される高田地域まちなかにぎわい創出協議会を立ち上げ、以下の日程で会津
美里町の中心市街地の活気やにぎわいについての意見交換を行った。
７月１４日　８月３１日　１０月２６日　１２月７日　３月１８日（予定）
また、以下の住民参加型ワークショップを実施した。
９月２９日　１０月１３日
主な協議内容
・にぎわいは必要か？にぎわいとは何か？
・にぎわいを創り出すためには何が必要か？

協議会・ワークショップを踏まえて、会津美里町の町民を対象に以下の日程で
アンケート調査を実施した。
第１回アンケート調査（調査期間：７月下旬～８月下旬）
主な質問内容（抜粋）
・中心市街地は、にぎわっていると思いますか？にぎわいは必要だと思います
か？
・どのようなにぎわいが必要ですか？空き家や空きスペースをどのように活用
すべきですか？
第２回アンケート調査（調査期間：１月下旬～３月上旬）
質問内容（抜粋）
・中心市街地に、にぎわいや人の流れを創り出すために、ふさわしいと思う方
針、コンセプト。
・空き地（旧高田公民館跡地）活用の方針、コンセプト。

　高田地域まちなかにぎわい創出協議会、住民参加側ワークショップでは、主
ににぎわいは必要であること、にぎわいとは、住民がその町に住んで満足して
いることであることから、内需の拡大に向けた活動、住民同士の交流とそのた
めの施設・場所が必要であるということが共通の見解となった。また、第１回
アンケート調査においても、高田地域の中心市街地がにぎわっていないとの認
識、にぎわいは必要と考えている住民が大半であった。しかし、住民が考える
具体的な活動や施設・場所の活用方法については、多様化している。例えば、
飲食や買物によるにぎわいの創出、趣味や娯楽などを通じた交流によるにぎわ
いの創出、住む人が増えることによるにぎわいの創出など回答が分かれてい
る。
　これらを踏まえて、第２回アンケート調査では、高田地域の中心市街地にに
ぎわいを生み出すための６つの方針と空き地（旧高田公民館跡地）活用の方針
について７つの方針に絞り、回答してもらった。３月１８日現在では、全世代
の住んでいる人が生き生きと楽しんでいる中心市街地であることや、そのため
の空き地の活用方法として、健康運動施設に活用したり、駐車場の整備を行う
といった意見が多かった。

「住民の意向を反映した市街地活性化」
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　観光など外からの経済効果を生み出すのではなく、生活利便性の向上や地域
住民同士の交流促進など内からの経済効果を生み出す中心市街地活性化政策が
必要である。そのためには、これらのことを考える住民の参画意識も必要であ
る。多様な意見が寄せられたことから、住民の参画意識は高く、活性化に向け
た土台はある。しかしながら、意見を述べることと、実際に活動に参加するか
どうかは別のことであることから、参画意識の醸成をどのように行うかという
ことが課題となる。また、多様な意見を満たす方針をどのように立てるか、そ
の中で独自の魅力やにぎわいをどのように作り出すかを考える必要がある。(来
年度の主体となる活動）

(４)提言または
今後の展開



高田地域まちなかにぎわい創出協議会での意見交換

にぎわいとは？にぎわいをつくり出すためには？空き地の活用方法



質問項目の詳細、集計結果の概要は会津美里町役場のホームページで公開済みである。

第１回アンケート調査（抜粋）：調査期間　２０２３年７月下旬～２０２３年８月下旬



第２回アンケート調査（抜粋）：調査期間　２０２４年１月下旬～２０２３年３月上旬

質問項目の詳細は、会津美里町役場のホームページで公開済みである。




